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� 序

インドネシアにおいて絹生産量が多い地域

は，南スラウェシ州と西ジャワ州である。イン

ドネシアの林業統計によると，２００２年の南ス

ラウェシ州の生糸生産量は約４６tで国内一

位，西ジャワ州の生糸生産量は約１８．８tで国

内二位であった１）。

インドネシアの繊維産業に関して大八木

（１９９８），西ジャワの農村工業について水野

（１９９９），インドネシア以外の東南アジア諸国の

農村工業に関しては大野（１９９８），北原（２０００）

の研究がある２）。筆者は，これまでの研究にお

いて西ジャワ州絹産業の生産構造と地場産業と

しての役割について明らかにした３）。本稿はイ

ンドネシアにおいて絹生産量が最大の南スラ

ウェシ州における絹産業を分析の対象とする。

南スラウェシ州の絹産業の分析に入る前に，

本稿において比較の対象となる西ジャワ州の絹

産業について簡単に説明する。

西ジャワ州絹産業には，絹産業の主要４工程

（蚕種生産・養蚕・製糸・製織）のうちの蚕種

生産工程を除く３工程があり，生産された織布

は西ジャワ州はもとよりジャワ島各地のバ

ティック産地でろうけつ染め加工の素材とな

る。西ジャワ州絹産業の絹生産量が増大したの

は，１９９３年にスカブミ県で生糸生産を開始し

たインド・ジャド社〔PT Indo Jado Sutera

Pratama〕の設立によってである。自動製糸機

４台１,６００緒と半自動製糸機４台１,６００緒の生

産規模をもつインド・ジャド社は，国内最大規

模の製糸工場であり，地場産繭増産のために工

場周辺のスカブミ県とチアンジュール県，工場

から車で５時間程度に位置するガルット県とタ

シクマラヤ県において養蚕農家の育成にあたっ

た。養蚕は，稲作や野菜栽培に適さない山間部

の農家に受け入れられ，また林業省がすすめる

森林地域住民の増収政策に合致するため，養蚕

を希望する農家には養蚕農家貸付（KUPA,

Kredit Usaha tani Persuteraan Alam）が適

用され養蚕が始めやすかった。貸付は０．３５ha

から最大２ha の土地の所有権（または使用権）

を持つ農家に，１ha に付き４３５万６,０００ルピア

を５年間年利６％でおこなわれる。原料繭の

生産はスカブミ県，チアンジュール県，タシク

マラヤ県が，生糸生産はスカブミ県が，織布生

産はガルット県が生産量を伸ばすことで，西

ジャワ州内で絹産業の工程間分業がすすんだ。

しかし，西ジャワ州産の繭は，質・量ともにイ

ンド・ジャド社の生産規模を充たさず，地場産

繭の不足を補うために輸入された中国産繭も

１９９７年のルピア暴落によって購入が困難と

なった。中国繭の輸入停止後，インド・ジャド

社は，地場産繭の生産量に合わせて生産調整を

しながら操業を続けたが，２００３年１０月ついに

工場を閉鎖した。産業の主要工程である製糸工

場が閉鎖されたことで，西ジャワ州内での絹の

工程間分業生産が立ち行かなくなり，各産地は

１）Departemen Kehutanan［２００３］を参照。
２），３）詳しくは，横本［２００５］を参照。
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転換をせまられた。インド・ジャド社が立地す

るスカブミ県と隣接するチアンジュール県の養

蚕農家のほとんどは養蚕を停止した。残った数

集落は，スカブミ県と近隣のボゴール県にある

絹工場に繭を納入している。ガルット県の絹工

場は中国からの輸入糸を使用して生産をおこ

なっている。タシクマラヤ県は，インド・ジャ

ド社操業中は同社に繭を納入するかたわら，繭

生産組合を中心にタシクマラヤ県内での絹の一

貫生産を目指し，小規模ながら２０００年に製織

部門，２００２年に製糸部門を設立した。インド・

ジャド社の閉鎖後，繭生産組合は県内の養蚕農

家から繭を買い取り，製糸工程において生産を

おこない製織工程に生糸を供給する。しかし，

資金不足によって，製糸能力に見合うだけの原

料繭を確保できず，その結果製織工程において

生糸が不足することとなり，順調な工場操業に

は到っていない。

西ジャワ州で生産される絹織物は，絹工場で

染色が施されて製品化される場合もあるが，ほ

とんどはジャワ島内のバティック工房にろうけ

つ染め加工用の白色絹布として供給される。

ジャワ島のバティック産地としてジョクジャカ

ルタ，ソロ（スラカルタ），プカロガン，チル

ボンが有名であり，その他にタシクマラヤ，ガ

ルットなどもバティック生産をおこなっている

（図１参照）４）。

以上，西ジャワ州の絹産業を概観した。本稿

では，インドネシアのもう一つの絹生産地であ

る南スラウェシ州を分析の対象とし，上述の西

ジャワ州絹産業と比較検討し，インドネシア全

体の絹産業の構造を明らかにし，産業発展に向

けた提言をおこなうことを目的とする。

� 南スラウェシ州絹産業の発展過程

１．伝統的絹産業

まず南スラウェシ州の絹産業の歴史について

簡単に触れておく５）。南スラウェシ州で絹生産

が始まった時期を特定することは資料の制限に

より困難であるが，南スラウェシの伝統的民族

衣装が，薄手の絹の上衣（バジュボド，baju

bodo）と金糸・銀糸をあしらった絹織物の下

衣（サルン，sarung）から成ることから，紀

元前１０世紀には絹生産がおこなわれていたと

考えられている。現在においても，結婚式や宗

教祭に女性は，バジュボドとサルンの盛装を身

につける。インドネシア政府は，南スラウェシ

住民の絹需要に目をつけ，１９７０年に「南スラ

ウェシ州絹産業促進プロジェクト」を推進し，

絹産業の近代化をはかった。また，これに先が

けて政府は日本から半自動製糸機を輸入して，

近代的製糸工場を設立した。しかし，原料繭が

不足したため，まもなくこの工場は合成繊維工

場へと転換した。１９７２年に大旱魃が，１９７３年

には繭の微粒子病が発生したため，南スラウェ

シ州の絹産業は停滞した。

インドネシア政府は，養蚕業の回復と近代的

製糸技術確立のための支援を日本政府に依頼し

た。次項では，国際協力事業団がまとめた報告

書から，当時の南スラウェシ州の養蚕技術と日

本の技術支援の様子を詳述する。

４）バティック産地に関しては，渡辺［１９９８］を参照。 ５）Atomosoedarjo［２０００］を参照。
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図１ インドネシア略図
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２．１９７０―８０年代の絹産業

日本政府のインドネシア養蚕業への技術支援

は，１９７４年３月の予備調査から始まり１９８５年

に終了した６）。予備調査団の報告によると，当

時の南スラウェシ州では在来種の繭を生産して

鍋をもちいた煮繭による繰糸がおこなわれてい

た。１９７３年の微粒子病は在来種の繭に発生し

たため，調査団は多化性の在来種から二化性の

繭への転換を提案した７）。あわせて，養蚕農家

は稚蚕飼育から壮蚕飼育までおこなうのが一般

的であったため，衛生管理の徹底した稚蚕飼育

所を設立して稚蚕期の飼育をここに集中させ，

各養蚕農家での飼蚕は壮蚕期に限定することも

提案した８）。養蚕は，南スラウェシに多く見ら

れる高床式住居の高床の下（１階に相当）を利

用して竹製のフェンスで囲っておこなわれてい

た。床は土間で，養蚕道具は竹またはわらが使

用されていたため，温度と湿度の管理が困難な

状態であった。養蚕小屋に隣接する桑園は，手

入れされない状態で荒廃しているものが多く見

られた。

インドネシア政府は自動製糸機による製糸工

程の確立を目指し日本政府に協力を打診した

が，在来種の繭の質は日本製の製糸器械の規格

に合わず繭生産量も不足していた。予備調査団

は，日本の製糸技術の早急な導入よりも近代的

な養蚕技術の確立が急務として，以後の技術支

援は養蚕業に集中した。１９７６年に日・イ両政

府間で討議議事録が取り交わされ，「養蚕開発

プロジェクトによる技術協力」がスタートし，

１９７８年に「インドネシアとの養蚕分野におけ

る技術協力協定」へと引き継がれた。インドネ

シア側の建物設備建設や職員・技術者の配置が

遅れたため，本格的な活動は，１９８１年に開始

された。協力内容は，南スラウェシ州の養蚕に

合致した桑種および蚕種の開発と養蚕農家の実

態に即した養蚕経営の開発であった。また，良

質繭が生産されるには，品質の等級別に繭価を

設定することによって農家のインセンティブを

高める必要があるとして，日本の繭検定を導入

した９）。

ゴア県の養蚕センターを活動拠点として，奨

励桑品種の選出，現地に適応した蚕種製造と蚕

種保護，桑病・蚕病の発病実態の解明をおこ

なった。また，養蚕センターソッペン県支部に

おいて蚕室の消毒を徹底させた標準飼蚕方法の

体系化と農家の資金不足に対応した省資材飼蚕

方法を開発した。さらに，ソッペン，ワジョ，

シドラップ，エンレカンの各県に設けた実験桑

園において，桑の挿し木の仕方，給桑方法，標

準飼蚕方法の演習をおこなった（各県名は図２

を参照）。日本の技術協力は１９８５年に終了し

６）国際協力事業団［１９７４］と同［１９８５］を参照。
７）多化性とは１年間に３回以上孵化する蚕を言
い，二化性とは１年間に２回孵化する蚕を言
う。二化性蚕を養蚕に使用する場合，蚕種を低
温で保存して孵化の時期を調節する。

８）飼蚕の方法については，横本［２００５］を参照。ま
た，絹産業の生産工程については後述図３を参
照。

９）繭検定は，農家から納入された繭の一定量をサ
ンプル抽出し，繰糸機で生糸を生産して繭の品
質を格付けする。

南スラウェシ州

タナトラジャ県

エンレカン県
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ワジョ県
テンペ湖

マカッサル市
ソッペン県

ゴワ県

図２ 南スラウェシ州略図
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た。最初の議事録の取り交わしから９年間，本

格的活動開始から４年間の協力であった。これ

によって，南スラウェシ州に近代的養蚕技術が

導入された。

日本政府の技術支援が，主に蚕種製造と養蚕

工程に向けられたため，当時の製糸工程と製織

工程に関する資料は多く残っていない。国際協

力事業団の報告書によると，１９７４年にソッペ

ン県には民間の製糸場が，エンレカン県には織

物所が，ワジョ県には織物工場と工業省製糸織

物訓練所が，そして州都のウジュンパンダン

（現在のマカッサル市）には絹織物所が操業し

ていた１０）。とりわけワジョ県のセンカン市は織

布業が盛んであり，養蚕センターの支部が置か

れたソッペン県が１９６０年代に自発的に養蚕を

始めたのは，センカン市の絹工場に生糸を供給

するためであった。

� 現在の絹産業

表１は，日本政府の技術支援が終了した

１９８５年から２００４年までの南スラウェシ州の絹

産業の生産量をまとめたものである。桑畑面

積，養蚕農家数，蚕種消費量，繭生産量，生糸

生産量のすべての項目が，１９９０年をピークに

減少している。１９９４－１９９５年に旱魃が続いた

ことで，南スラウェシ州の絹産業は大きく後退

した。その後，２００１年に繭生産量は増加した

が，ピーク時の繭生産量よりもかなり低く推移

している。蚕種１箱あたりの繭生産量は，日本

の技術協力が終了した１９８５年に１箱あたり３４

kgを生産しているが，１９９０年代に大幅に低下

し，２０００年以降も蚕種１箱から３０kgの繭し

か生産されていない。１箱あたりの繭の生産量

は，養蚕技術の指標となるため，日本の協力に

よって取り入れられた養蚕技術は南スラウェシ

州の養蚕農家に定着していないと言える。

２００４年に南スラウェシ州政府は，社会・経

済振興計画（Gerbang Emas, Gerakan Pem-

bangunan Ekonomi Masyarakat）を作成し，

塩，みかん，魚介類，カカオ，土産物，ヤシ，

米，絹，はちみつ，牧畜の１０品目の生産に重

点を置いて地域経済の活性化をはかることを発

表した。このうち，塩，ヤシ，牧畜とともに絹

を優先品目に指定することで，絹産業の再生を

目指した。以下で，原料生産工程と織布工程に

分けて南スラウェシ州の絹産業の現状をみる。

１．養蚕工程と製糸工程

表２は，南スラウェシ州において繭生産量が

多い５県と南スラウェシ州全体の養蚕農家

数，繭生産量，生糸生産量などを示している。

日本の技術支援の際に養蚕センターの支部が置

かれた４県（ソッペン，ワジョ，シドラップ，

エンレカンの各県）は，２００３年においても州

内での繭生産量が多い県であり，特にソッペン

県とエンレカン県の繭生産量と生糸生産量が多
１０）国際協力事業団［１９７４］を参照。

１９８５年 １９９０年 １９９５年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年

桑畑面積（ha） １，７８３ ３，９１２ ３，８０８ ２，７８０ ３，３２８ ２，９４３ １，５００ １，６３７

養蚕農家数（戸） ２，９５１ ５，６９７ ５，６８９ ４，１３１ ４，７０８ ４，２４０ ２，７８４ ２，９３９

蚕種消費量（箱） ３，５１２ ４１，５２０ ２０，６９７ １０，４３６ １５，４８３ １０，６６７ １４，５１２ １０，５７０

繭生産量（kg） １２１，０００ ８８３，７００ ４２０，３９６ ３０８，５４８ ４５５，０６６ ３１７，１６９ ４２９，５９３ ３１８，７１５

繭生産量（kg）／
蚕種消費量（箱）

３４ ２１ ２０ ３０ ２９ ３０ ３０ ３０

生糸生産量（kg） １９，８００ １２０，０００ ６５，２７４ ４６，６９９ ６７，６５３ ４６，００８ ５９，２５４ ４４，２６３

表１ 南スラウェシ絹産業の発展状況

（出所） Data Persuteraan Alam Sulawesi Selatan , Balai Persuteraan Alam, Bili-Bili,２００５.
（注） 繭生産量（kg）／消費蚕種量（箱）については筆者が計算した。
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い。両県は南スラウェシ州の絹産業の中で原料

生産地として位置づけられている。しかし，繭

生産量を消費蚕種量で除した蚕種１箱あたりの

繭生産量をみると，ソッペン県は２７kgと州平

均よりも低く，エンレカン県は３２kgと州の標

準的な生産量である。両県の繭生産量の多さ

は，養蚕技術の高さというより養蚕農家数の多

さによるものと言える。筆者が２００５年３月に

訪問したワジョ県の養蚕農家は，１９７０年代と

同じく高床式住居の１階部分を竹製のフェンス

で囲んで養蚕をおこなっていた。生産した繭は

ソッペン県，ワジョ県，エンレカン県の製糸場

に販売する。繭の価格は，１kgあたり１万

６,０００～２万ルピアである。１年間の養蚕回数

は３～４回で，繭の生産量は乾季の最少時に５

kg，雨季の最大時に３０kg程度である。繭生

産からの収入は，年間１５０万～２００万ルピアと

推測される。

次に，製糸工程に関して入手資料にもとづい

て言及する。林業省の統計によると，２００１年

の南スラウェシ州の製糸工場数は，自動製糸工

場が１工場，半自動製糸機の設置工場が４工

場，在来器を使用する工場数が２,１７８工場であ

る１１）。自動製糸工場は後述のココン製糸工場で

あり，半自動製糸工場はインドネシア国内にお

いて林業振興を担う国営プルフタニ社の傘下工

場であろうと推察するが，４工場はいずれも

２００１年を最後に生産を停止している。在来器

を使用する工場は非常に小規模なものばかり

で，鍋に入った湯で繭をほぐし足踏みペダルで

回転させて糸を繰る座繰り器を使用する家内工

業である。また，２００２年の養蚕センターワジョ

県支部の資料によると，ワジョ県の製糸場は

６０８ヵ所にのぼり，２００３年のエンレカン県工

業・商業局の資料によると，エンレカン県の製

糸場は７４８ヵ所あり，１,９４４人が従事してい

る１２）。１工場の平均就業者数は２．６人で，エン

レカン県の製糸場の規模の小ささを示す。シド

ラップ県商工業組合中小企業投資局の資料によ

ると，２００３年に７９ヵ所の製糸場があって２０１

人の労働者が就業している１３）。シドラップ県の

製糸場の平均就業者数は２．５人であり，エンレ

カン県とほぼ同じ特徴を示している。家内工業

の統計は非常に少なく，南スラウェシ州全体に

ついて言及することは困難であるが，３県の例

から製糸工程において小規模工場が多数存在す

ることが確認できた。

林業省の分類による在来器を使用する工場の

１１）Departemen Kehutanan［２００２a］を参照。

１２）ワジョ県の資料はBalai Persuteraan Alam［２００３］，
エンレカン県の資料はDinas Perindustrian dan
Perdagangan Kabupaten Enrekang［２００４］を参
照。

１３）Universitas Hasanuddin and JICA［２００４］p．２１
を参照。

県 名
桑畑面積
（ha）

養蚕農家数
（戸）

蚕種消費量
（箱）

繭生産量
（kg）

繭生産量（kg）／
蚕種消費量（箱）

生糸生産量
（kg）

ソッペン県 ４０５ ５７５ ３，８５０ １０４，２０６ ２７ １５，４９５

ワジョ県 ２０９ ３７３ ２，６８２ ６６，３３９ ２５ ９，２８７

シドラップ県 ５５ ７６ １４５ ４，１５３ ２９ ６８４

エンレカン県 ４４０ １，００３ ６，６９４ ２１５，１３２ ３２ ２８，３９８

タナトラジャ県 １３０ ３７５ ７２９ ２８，４８４ ３９ ３，８５５

５県合計 １，２３９ ２，４０２ １４，１００ ４１８，３１４ ３０ ５７，７１９

州合計 １，５００ ２，７８４ １４，５１２ ４２９，５９３ ３０ ５９，２５４

表２ 南スラウェシ州の繭生産量上位５県（２００３年）

（出所） Perkembangan Kegiatan Budidaya Sutera di Sulawesi Selatan tahun 2003 , Balai Persuteraan Alam,
Bili-Bili, 2004.

（注） 繭生産量（kg）／蚕種消費量（箱）については筆者が計算した。
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中には，やや大きい工場としてソッペン県のウ

ルフィ製糸場〔ULFI Sutera〕が含まれる。筆

者は，２００５年３月に同工場を訪問し，簡単な

聞き取りをおこなった。ウルフィ製糸場は１９９８

年に操業開始し，現在の工場労働者数は２０人

である。繰糸機４台で生産をおこなっており，

１日の生産量は８kgである。繰糸機は，前述

の座繰り器とは異なり１台の繰糸機で３緒（生

糸の繰り数）の繰糸をおこなう。生産能力は低

く，工場は竹製のフェンスで囲まれただけの土

間であった。原料繭はソッペン県の養蚕農家か

ら１kgあたり２万ルピアで購入する。購入量

は１ヵ月１００～１,０００kgと季節によって幅があ

る。この工場は織布部門も併設しており，木製

高機１７台を所有する。経糸に中国産生糸を使

用し，緯糸に自工場生産生糸を使用している。

生産した白色絹布は中ジャワ州プカロガン県の

バティック工房に１mあたり３万５,０００ルピア

で販売する。生糸は，ワジョ県センカン市のサ

ルン工場に１kgあたり２０万ルピアで納入する。

エンレカン県にあるココン製糸工場〔PT

Kokon Sutera Sulawesi〕は，南スラウェシ州

で最大の製糸工場である。工場に設置された自

動製糸機の生糸生産能力は１ヵ月３,０００kgで

あるが，現在は原料繭の不足により月産１,５００

kgの操業である。年間およそ１万８,０００kgの

生糸生産量は，表２のエンレカン県の生糸生産

量の６３％に相当する。原料繭は，ソッペン

県，エンレカン県，シドラップ県の農家から供

給され，生産した生糸はおもにワジョ県で消費

される１４）。ココン製糸工場がフル操業するに

は，現在の原料繭消費量の２倍にあたる月２万

１,０００kg，年間２５万２,０００kgの原料繭が必要

である。しかし，既述のようにエンレカン県と

シドラップ県には多数の小規模製糸場があり，

ソッペン県においてもウルフィ製糸場など原料

繭を必要とする工場が存在する。小規模製糸場

とココン製糸工場が共存するには，南スラウェ

シ州全体の繭の増産が不可欠である。

２．製織工程

表３は，２００４年のワジョ県にある絹生産工

場の織機種類別工場数，織布生産量，原料消費

量を示している１５）。自動織機を使用する工場は

後述のピアラ絹工場１ヵ所であるが，機械化さ

れていない木製高機を使用する工場は２２７工

場，昔ながらの足を伸ばして座った姿勢で足指

と腰を使って織る地機使用の家内工業は４,９８２

工場で絹工場の大部分を占める。生産能力は，

自動織機が最も高く１日８時間の稼働でおよそ

１８mの製織が可能であり，木製高機の場合は

５m，地機では３０～５０cmである。木製高機を

使用する工場の平均就業者数は１４人であり，

地機を使用する工場の平均就業者数は１．２人で

ある。また，シドラップ県においても，１,２５６ヵ

所の絹工場で２,２３０人が就業している１６）。１ヵ

所あたりの就業者数は１．７人であり，絹工場の

１４）Universitas Hasanuddin and JICA［２００４］p．１８
を参照。

１５）ワジョ県は，この統計資料とは別にワジョ県の
絹以外の織布工場に関する統計も出しており，
表３は絹工場に限った統計である。

１６）シドラップ県商工業組合中小企業投資局の資
料。Universitas Hasanuddin and JICA［２００４］
p．２１を参照。

自動織機 木製高機 地機 計

工場数 １ ２２７ ４，９８２ ５，２１０

労働者数（人） ３８ ３，１７５ ５，９８３ ９，１９６

労働者数／工場数 （人） ３８．０ １４．０ １．２ １．８

生産額（千ルピア） ２，８１２，５００１６，９７４，３３６ ６，０００，０００２５，７８６，８３６

生産額／工場数（千ルピア） ２，８１２，５００ ７４，７７７ １，２０４ ４，９４９

生産量（m） １２５，０００ ６７７，８２５ ４００，０００ １，２０２，８２５

生産量／工場数（m） １２５，０００ ２，９８６ ８０ ２３１

生糸消費量（kg） ６，２５２ ６８，０４３ ２５，０００ ９９，２９５

表３ ワジョ県の使用織機別絹織物生産量（２００４年）

（出所） Data Pertenunan Sutera Kabupaten Wajo tahun
2000-2004, Data Pertenunan ATM Sutera Kabupaten Wajo
tahun 2004, Data Pertenunan ATBM Sutera Kabupaten
Wajo tahun 2004, Data Pertenunan Gedogan Kabupaten
Wajo tahun 2004 , Sub Dinas Perindustrian dan Me-
trologi, Wajo, 2005.

（注） 各項目を工場数で割った数値は筆者が計算した。
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家内工業の特徴を確認できる。

表３から２００４年にワジョ県の絹工場全体で

消費された原料生糸は９万９,２９５kgである。

表２によると２００３年の南スラウェシ州の生糸

生産量は５万９,２５４kgであるので，１．６倍以上

の生糸量がワジョ県の絹工場だけで消費されて

いることになる。南スラウェシ州の生糸生産量

だけでは，絹織物の生産が成り立たないことは

明らかである。

表３を織機別に検討すると，生糸消費量と織

布生産量に矛盾が見出せる。自動織機を使用す

る工場の織布生産量は１２万５,０００mに達する

が，原料生糸の消費量は６,２５２kgであり，１

kgの生糸から約２０mの織布が生産されたこと

になる。生産されるバティック用の白色絹布の

場合，１kgの生糸から８mの織布生産が標準

とされる。これをもとに工場の織布生産量から

実際の生糸消費量を推計すると１万５,６２５kg

であり，生糸以外の原料がおよそ９,４００kg使

用されていると推察され，原料全体の６割にも

達する１７）。地機を使用する家内工場にも同様の

推計をおこなうと，原料生糸は生産量の半分し

か充たさず，同量の化学繊維が使用されている

と考えられる。表３から絹工場における生糸以

外の化学繊維の使用が明らかとなった。

次に絹工場については，筆者が２００５年３月

にワジョ県でおこなった絹工場の調査から具体

的に検討する。

（１） ピアラ絹工場

１９９５年にワジョ県センカン市で操業を開始

したピアラ絹工場〔Piara Sutera〕は，ワジョ

県内唯一の自動織機工場である。設置している

織機台数は，自動織機２２台と木製高機１０台で

ある。どちらも西ジャワ州マジャラヤ県の綿サ

ルン工場から中古で購入した。労働者数は，自

動織機は１人が２台を担当するので１１人，高

機は１人１台で作業をおこなうので１０人であ

る。織布の準備工程に９人，品質の検査と商品

販売に８人が従事している。自動織機と木製高

機の生産能力から推計すると，２００４年の工場

の織布生産量１２万５,０００mのうち９割近くが

自動織機による生産である。自動織機を停止せ

ずに稼働するには，糸の切断を極力抑えなけれ

ばならないため，自動織機に多くレーヨンが使

用されていると考えられる。原料の内訳は明ら

かではないが，工場の原料置き場には「レーヨ

ン」と書かれた１俵袋が山積みされており，

レーヨン素材の使用が確認された。工場主によ

ると，消費する生糸のおよそ８割が中国産生糸

であり，２割程度が州内のエンレカン県とソッ

ペン県で生産されたものである。

着色済みの絹布は工場内の販売所で直接販売

するほか，ジョクジャカルタ，タナアバン，マ

ンガドゥアといったジャワ島の都市とスマトラ

島やバリ島で販売され，一部はマレーシアに輸

出している。白色絹布はプカロガンのバティク

工房に販売される。価格は，１mあたり白色

絹布が２万５,０００ルピアで，着色絹布が３万

５,０００ルピアである。

（２） ロサリ絹工場

ピアラ絹工場と同じくセンカン市に立地する

ロサリ絹工場〔Losari Sutera〕は，１９９９年に

創業した。木製高機４台で操業を開始したが，

２００５年３月の調査時には８０台に生産規模を拡

大している。２００４年の織布生産量は，１１万

２,０００mである。使用している生糸はすべて中

国産である。中国産の生糸の価格は，１kgあ

たり２８万～３３万ルピアであり，地場産生糸の

価格１５万～２０万ルピアと比べると１．５倍から

２倍も高価である。この工場の原料置き場でも

レーヨンを確認した。織布の種類は，バティッ

ク用白色絹布（全体の約８割）と着色布地（全

体の約２割）である。工場では着色済みの布地

１７）推計に用いた１kgの生糸から８mの織布生産
は標準的なものであるので，布地の目を粗く
織ったり薄手の布地を生産することによって，
原料生糸の消費量を抑えていることも考えられ
る。原料を生糸以外の繊維に代替する方法，生
糸消費量を抑える方法のどちらにしても生産さ
れる絹地の品質は低くなる。
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が工場の一角で販売されている。バティック用

布地は，ジャワ島のソロ，ジョクジャカルタ，

プカロガン，チルボンなどのバティック工房

１０ヵ所に販売する。価格は，１mあたり３万

５,０００ルピアである。

ロサリ絹工場の工場主は，地域の絹家内工場

を取りまとめる組合〔Koperasi Pribumi Indo-

nesia Abdi Sutera〕の組合長でもある。表３

が示すとおり，木製高機を使用する絹工場の平

均労働者数は１４人であり，地機を使用する工

場になると労働者数は１．２人である。ロサリ絹

工場のように木製高機を使用する大規模工場は

例外的と言える。組合は，ロサリ絹工場の近隣

１００軒の小規模工場で構成され，ロサリ絹工場

から原料糸の供給を受け，生産した布地はロサ

リ絹工場を経由して販売される。

組合に加入する小規模工場は，自宅の高床式

住居の１階部分を竹網の壁で囲って織機を設置

する。織機１台で生産をおこなう家内工場から

１０台以上を設置する工場まである。ロサリ絹

工場は，月に約９,０００kgの糸を１００軒の工場

に供給し，９万mの織布の納入を受ける。工

場は，布地の納入時に糸代金を差し引かれた金

額を受け取る。布地代金は，１mにつき３万

ルピア程度である。

織布生産の歴史が長いワジョ県では，小規模

な零細工場が多いため，組合をつくることに

よって零細工場でも原料や製品市場を確保でき

るように取り組みがおこなわれている。

（３） パカナ村家内工業

パカナ村は，ワジョ県政府の１村１品運動の

なかで「絹の村」として絹産業の振興がすすめ

られている。集落住民４００戸のうちの９０％が

織布生産で生計を立てている。各戸の高床式住

居の１階部分は，木製高機か地機が据えられて

いる。県政府は，絹織物をワジョ県の特産品に

位置づけ，パカナ村を伝統的な絹織物の村とし

て保存することで観光資源としても活用してい

る。パカナ村では，バティック用の白色絹布の

他に，地機で織る伝統衣装のブギス絣が生産さ

れている。

３．絹産業再編プロジェクト

絹産業が，南スラウェシ州の社会・経済振興

計画の中の重点品目に位置づけられたことを受

けて，絹産業を再編しようとする取り組みが進

められている。２００４年にハサヌディン大学

（マカッサル市）と国際協力事業団〔JICA〕

が，南スラウェシ州内の絹産地間の関係を深め

ることで現在の絹産業が抱える問題を打開する

目的のプロジェクトを立ち上げた１８）。同プロ

ジェクトは，ソッペン県とエンレカン県を絹産

業の原料供給地域に，ワジョ県とシドラップ県

を製品生産地域にすることで工程間の分業をす

すめ，両地域の需要・供給関係を形成すること

によって全体的な生産量を増大させるよう提案

した。大学や研究所が各工程の指導機関となっ

て原料増産，製品のデザインそして企画におい

て適切な助言をおこなうことなどが盛り込まれ

ている。

しかし，プロジェクトの報告書では現状追認

の記述が目立ち，提案に関しても具体的な例は

示されていない。また，筆者が養蚕センターを

訪れた際に聴取した意見は，１９７０年代におこ

なわれたような技術支援を再度待ち望んでいる

というものであった。実際，１９７０年代の技術

支援から２０年以上が経過しているため，当時

の養蚕センターの建物や器械設備は老朽化が著

しく修理されずに放置された器械が目立った。

プロジェクトには JICAが参加しているもの

の，オブザーバー的な役割に終始しており，具

体的な技術支援は念頭におかれていなかった。

４．南スラウェシ州絹産業の特徴

以上，概観したように南スラウェシ州の絹産

業は，織布の生産は増加しているが，それは輸

入生糸と化学繊維を使用した生産である。原料

１８）Universitas Hasanuddin and JICA［２００４］を参
照。
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の繭生産が，１９９５年以降停滞したまま増加し

ないことが，原料生糸不足の原因である。養蚕

工程は，１９７０年代に日本の調査団が指摘した

高床式１階部分を竹編の壁で囲った養蚕場を今

でも飼蚕に使用している。養蚕農家は，繭生産

量の増産が進まないために経営を悪化させ，そ

れが増産のための設備投資を妨げるという状態

にある。

南スラウェシ州の絹産業は，１９９５年以降に

開業した大規模な製糸工場と絹工場とともに，

小規模家内工場形態の繰糸場と絹工場が多数存

続する。入手した資料から小規模工場間の関係

を明らかにすることは不可能であるが，大規模

絹工場の原料生糸に多くの中国糸が使用されて

いる事実から，南スラウェシ州に多数存在する

小規模繰糸場で生産された生糸の納入先は小規

模絹工場なのではないかと推察できる。すなわ

ち，大規模絹工場が原料を中国糸に依存する一

方で，小規模工場間の需要・供給関係が形成さ

れていると考えられる。

南スラウェシ州の絹産業の問題は，上述の絹

産業再編プロジェクトが提案する原料生産地域

と製品生産地域との地域間分業によってという

よりは，小規模家内工場と大規模工場との間の

取引関係の構築によって克服されるのではない

かと考える。本章２節２項で述べた組合の設立

によって結ばれたロサリ絹工場と小規模工場と

の関係は参考にすべき取り組みであろう。

� 西ジャワ州絹産業との比較

図３は，２００５年３月に調査をおこなった工

場を中心に西ジャワ州と南スラウェシ州の絹産

業の構造を示した。西ジャワ州と南スラウェシ

州の絹産業を生産工程別に検討することで相違

を明らかにする。

１．蚕種生産工程

インドネシアの蚕種生産工場は，中ジャワ州

トゥマングン県と南スラウェシ州ソッペン県に

ある。トゥマングン県のチャンディロト蚕種工

場は，おもにジャワ島，スマトラ島に蚕種を販

売し，ソッペン県のソッペン蚕種工場は，おも

にスラウェシ島，カリマンタン島に蚕種を販売

する。２工場の蚕種販売数を２００１年で比較す

ると，チャンディロト蚕種工場が１万１,７９９箱

（１箱あたり蚕種２万５,０００粒・価格４万５,０００

ルピア），ソッペン蚕種工場が１万４,５９６箱（同

上）である１９）。ただし，チャンディロト蚕種工

場は，３７％を西ジャワ州へ，５８％を西ジャワ

州以外のジャワ島の諸州へ販売しているが，

ソッペン蚕種工場の蚕種は販売量のおよそ８０

％が南スラウェシ州内で消費されている２０）。

資料の制約上，チャンディロト蚕種工場の

２００２年以降の蚕種生産量を見ることが出来な

いが，２００３年１０月にスカブミ県の製糸工場が

生産を停止したことによって，養蚕農家の数が

激減したため，蚕種生産量は大幅に減少したと

思われる。南スラウェシ州は，表１から隔年で

蚕種消費量に幅があるが，毎年１万箱以上を消

費している２１）。しかし，南スラウェシ州の蚕種

消費量は，１９９０年を最高に消費量の回復がみ

られない。

２工場はいずれも国営プルフタニの傘下工場

であるために，蚕種の販売方法（農家からの入

金確認後に蚕種を郵送）や蚕種価格に相違は見

られなかった。それゆえ，西ジャワ州絹産業の

調査によって明らかとなったチャンディロト蚕

種工場の問題点，すなわち養蚕農家にたいして

１９）既述表１の２００１年南スラウェシ州の蚕種消費
量１万５,４８３箱との誤差は，資料発行者の相違
に起因する。

２０）ソッペン蚕種工場の販売先比率に関しては，
２００３年と２００４年の販売先比率から推計した。
ここでは，比較のためにチャンディロト蚕種工
場とソッペン蚕種工場それぞれから直接入手し
た資料をもちいた。

２１）このことは，注１８で言及したソッペン蚕種工
場から入手した資料においてもこれを確認でき
る。ソッペン蚕種工場の蚕種販売量は，２００２
年１万２,３６４箱，２００３年１万５,５０１箱である。
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養蚕指導をおこなわない，蚕種販売量の増加に

関わらず蚕種価格を引き上げる，蚕品種の改良

にむけた取り組みを養蚕農家と協力しておこな

わないなどの問題点が，ソッペン蚕種工場にお

いても該当すると考えられる２２）。

２．養蚕工程

２００１年に林業省の養蚕農家貸付を受けた養

蚕農家数は，西ジャワ州で３,８０２戸，南スラ

ウェシ州で３,５７９戸であった２３）。南スラウェシ

州よりも養蚕の歴史が浅いにもかかわらず，西

ジャワ州では養蚕農家貸付が養蚕農家数の増大

２２）横本［２００５］を参照。 ２３）Departemen Kehutanan［２００２b］を参照。
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（出所） 筆者調査（２００５年３月）。
（注） 図上部は絹産業の生産工程を図下部は工場の生産範囲を示す。ただし，実線矢印は原料の全量供給を，点線矢印は

一部供給をあらわす。

図３ 西ジャワ州と南スラウェシ州，調査工場の生産構造（２００５年３月）
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に貢献したと考えられる。しかし，既述のよう

に２００３年１０月にスカブミ県の製糸工場が操業

を停止したことで養蚕農家数は激減した。２００５

年３月の時点で，西ジャワ州において養蚕をお

こなっているのは，チアンジュール県とタシク

マラヤ県の２県においてのみである。２００１年

に７０８戸あったチアンジュール県の養蚕農家数

は，現在は９４戸になった。チアンジュール県

の養蚕農家は，近隣のスカブミ県とボゴール県

の絹工場に繭を１kgあたり２万ルピアで納入

している。タシクマラヤ県の養蚕農家数は２００１

年に１,４９６戸と西ジャワ州で最大であったが，

現在は１７０戸に激減した。インド・ジャド社操

業中，農家は同県で生産された繭のほぼ全量を

１kgあたり２万～２万８,０００ルピアで納入し

ていたが，２００４年１月からは繭生産組合に１

kgあたり１万７,０００～１万９,０００ルピアで納入

する。養蚕農家は繭生産組合がすすめる絹産業

の一貫生産の中で原料供給を担っている。しか

し，繭生産組合の繭購入資金が不足しているた

め，養蚕農家は繭の生産量を減らさざるをえ

ず，２００３年に繭生産量は６,８９３kg，養蚕回数

は８回であったが，２００４年に繭生産量は９２９

kg，養蚕回数は５回へと減少した。

２００４年の南スラウェシ州の養蚕農家数は，

表１から２,９３９戸である。西ジャワ州ほど極端

な養蚕農家数の減少はないが，南スラウェシ州

においても養蚕農家数は減少傾向を示す。

西ジャワ州の養蚕農家にとっては，養蚕は副

業であり，家計収入の中の一部である。それは

１９８５年から本格的に養蚕をおこなっている南

スラウェシ州においても同様である。繭の買取

価格の停滞が，農家の生産意欲を損なっている

ことは理解できるが，養蚕を副業と位置づける

農家の意識が，蚕種１箱あたりの繭生産量の頭

打ちをもたらしているとも考えられる。養蚕

は，年に７回の生産が可能であるので農村にお

いて定期収入を見込める産業である。絹産業の

発展が農村の養蚕農家の所得上昇に寄与するに

は，繭生産量の増加をともなった製糸・製織工

程の拡大が望まれる。

３．製糸工程

既出の林業省統計によると，２００１年の西

ジャワ州の製糸工場数は，自動製糸工場が１工

場，在来器を使用する工場が２工場である。し

かし，２００５年３月の調査時には，自動製糸工

場のインド・ジャド社が閉鎖され，在来器使用

の製糸場についても１工場が閉鎖，残る１工場

はタシクマラヤ県の繭生産組合が所有する製糸

工場に吸収された２４）。現在，西ジャワ州で製糸

をおこなう工場は３工場のみであり，いずれの

工場でも生産された生糸は自工場の製織工程で

消費される（図３参照）。繭生産組合は半自動

製糸機４台を設置しており，１ヶ月に２５０kg

の生糸生産が可能である。しかし，繭生産組合

は，織布販売で生じる売掛金の回収に時間を要

するために原料繭の購入資金が不足し，生糸生

産に必要な原料繭を確保できず，製織工程で消

費する生糸の全量を製糸工程では生産できな

い。生糸の不足分は中国糸の使用で補ってい

る。１kgの生糸生産に１０kgの原料繭を消費

するため，１kgの生糸を生産するのに支払う

繭の買取価格（１kgあたり１万９,０００ルピア）

は１９万ルピアとなる。一方，中国糸の価格

は，２００３年には１kgあたり２３万ルピアで

あったが，インド・ジャド社の閉鎖後に価格が

上昇し２００５年には１kgあたり３１万ルピアと

なった。繭の買取価格にその他の生産コストを

加えた生糸生産コストは，中国糸を購入するよ

りも低いと言える。タシクマラヤ県の繭生産組

合が経営を安定させるには，織布代金の順調な

回収を実現し，原料繭生産を含めた絹の一貫生

産の早期確立が必要である。

南スラウェシ州は，西ジャワ州と対照的に多

数の在来器を使用する小規模製糸場がある。南

スラウェシ州における小規模製糸場の叢生は，

２４）筆者がおこなった西ジャワ州の絹産業調査に
よって得た情報をもとに工場を推定した。
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民族衣装のバジュボドとサルンの素材に絹が用

いられるため，近代的絹生産の導入以前から伝

統的技法によって絹生産がおこなわれ，それが

現在においても残っているからと考えられる。

さらに，伝統的技法による小規模工場が存続可

能な理由は，バジュボドとサルンの製織法と関

係がある。バジュボドは長さ２m幅１．５mほ

どの長方形の布地の中央に長さ３０～４０cmの

頭を通すための切れ目を入れただけの布地であ

り，サルンは染色された絹糸を用いて一定のパ

ターンに従って製織する絣である。バジュボド

もサルンも製織工程で使用される生糸の品質に

均一性をさほど必要としない。それどころか，

絣の糸の太さが不揃いであっても独特の風合い

とみなされる。そのため，家内工業の在来器に

よる繰糸と地機によって生産された絹地は，自

動製糸機と自動織機によって生産された絹地と

同等あるいはそれ以上の価値をもつ。

一方，西ジャワの絹産業がおもに生産するバ

ティック用絹地は，バティックの高級化によっ

て近年需要が起こったものである。バティック

用絹地には，ろうけつ染めの絵柄を引立てるた

めとろうけつ染め加工をしやすくするためにな

めらかで均一な絹地を必要とする。品質の高い

絹地を生産するには，高品質の繭を原料とする

太さが均一の生糸を必要とするため，西ジャワ

州の製糸工程では機械化が促進されている。絹

の一貫生産をおこなう繭生産組合は，養蚕工程

において品質と数量の管理を徹底することに

よって，製糸工程と製織工程における品質の改

善が可能となる。

４．製織工程

２００５年３月の時点で，西ジャワで製織工程

をもつ工場は既述３工場とガルット県のソレー

絹工場である。繭生産組合は自動織機６台と木

製高機２５台の製織器械をもつが，調査時に自

動織機はまだ稼働しておらず，木製高機のみで

生産をおこなっていた。月産５００～８００mであ

る。ソレー絹工場は，自動織機７５台，木製高

機９０台を設置しており，インドネシア最大の

絹工場である。１ヶ月あたり４万mの絹地を

生産している。ソレー絹工場は，野生種の繭を

工場の一角で繰糸する以外に製糸工程をもた

ず，インド・ジャド社の閉鎖後は，中国糸を原

料に絹地生産をおこなっている。ソレー絹工場

は，日本企業の絹織物の発注にたいして中国糸

を使用して生産したところ，絹以外の化学繊維

の使用を指摘され契約が無効となった経験があ

り，中国糸の品質に不満を持っている。繭生産

組合とソレー絹工場はどちらもおもにバティッ

ク用の白色絹布を生産している。繭生産組合の

絹地の価格は，１mあたり６万５,０００ルピア，

ソレー絹工場の絹地は１mあたり７万～８万

ルピアである。

南スラウェシ州では，ウルフィ製糸場が製糸

工程と製織工程で生産をおこなっているが，ワ

ジョ県の調査工場はいずれも製織工程のみおこ

なっていた。ピアラ絹工場とロサリ絹工場は，

原料の一部にココン製糸工場で生産された生糸

を使用しているが，大部分は中国糸を使用し

て，バティック用の白色絹布を生産している。

両工場で生産される絹地は，価格の安さを特色

として，ジャワ島のバティック産地に販売され

ている。ワジョ県の絹工場が生産する白色絹布

の価格は，１mあたり２万５,０００～３万５,０００ル

ピアと西ジャワ州の絹工場に比べて価格が２分

の１程度と非常に安価である。しかし，西ジャ

ワ州の絹工場が生産する絹地はワジョ県のもの

よりも生地が厚くて，品質も良い。明らかに化

学繊維を使用していると思われる布地は，西

ジャワ州の絹工場を調査する限りまだ見当たら

ない。

� 結

西ジャワ州では，製糸工場の閉鎖後は地域に

よる工程間分業よりも地域内での一貫生産に重

点がおかれている。絹産業は一工程の操業状態

が他工程に直接影響を及ぼすため，タシクマラ
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ヤ県は全工程を地域内に取り込むことで絹生産

を安定的・計画的に進めようとしている。

南スラウェシ州のワジョ県の絹工場では，生

糸以外の繊維を使用して「絹地」の増産をおこ

なっている。そのため，南スラウェシ州の絹地

は，西ジャワで生産された絹地よりも安価で，

価格的に優位になっている。ワジョ県で生産さ

れた白色絹布のほとんどは，ジャワ島のバ

ティック工房に販売され，西ジャワ州産の絹地

販売をおびやかしている。伝統工芸のバティッ

クの素材に絹地を使用するのは高級バティック

の流行によってであるが，価格の安さを理由に

南スラウェシ州産の低品質の絹地を多用するこ

とになれば，バティック製品の粗悪化を招きか

ねない。一方で，南スラウェシ州では小規模の

家内工場において南スラウェシ州の伝統衣装を

生産している。大規模工場と小規模工場の間の

関係が希薄で，生産規模による絹市場の分断が

見られる。

今後も西ジャワ州と南スラウェシ州の絹産業

がバティック布地の生産において競合関係を続

けるならば，生産システムも含めた絹地の品質

管理が重要となるであろう。高品質の絹地の生

産には，原料繭の品質向上から取り組まなけれ

ばならない。そして，絹製品の中に絹混合製品

が含まれるのは，インドネシアの品質管理の甘

さが品質保持のモラルを低下させているからと

考えられる。伝統工芸産業においても厳重な品

質管理をおこなうことで，絹産業の信頼性を高

める必要がある。絹産業が発展するには，絹市

場の拡大と絹の品質に応じた市場の棲み分けが

重要である。

本稿においては，統計資料を使用して南スラ

ウェシ州と西ジャワ州の絹産業について，主に

生産工程の比較を試みた。今後は現地における

絹の流通や販売などの調査にもとづいて絹産業

全体の比較分析を課題としたい。

謝辞 本稿の執筆にあたっては，北海道大学大学院
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